




文部科学省調査によると、平成１９年度以降、不登校児童生徒数は

減少しています。

しかし、全国では約１１万５千人、兵庫県下では約４,９００人

（平成２２年度調査）を数え、「不登校」が学校教育上重要な課題の

一つになっています。

「不登校」は、家庭、学校、地域社会のそれぞれの要因が複雑に

絡み合って起こるものと考えられ、近年、態様も多様化しており、そ

の解決のためには、三者のそれぞれが努力し、緊密に連携し、協力す

ることが不可欠です。

県教育委員会では、平成元年度に「登校拒否等問題研究協議会」

を設置して以来、不登校の課題の解決に向けてさまざまな施策を行っ

てきました。

平成７年度には、教育相談の充実を図るために「ひょうごっ子悩

み相談センター」の設置やスクールカウンセラーの派遣などにより、

子どもたちの悩みの解消を図るとともに、平成８年９月には、不登校

の子どもや保護者を支援するための専用施設「県立但馬やまびこの

郷」を開設するなどの取り組みを進めています。

この冊子を参考に、今一度、子どもたちとのふれあいのあり方を

考えていただき、すべての家庭で、毎朝、子どもたちの活気ある「い

ってきま～す」の声がこだますることを願っています。

兵庫県教育委員会
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不登校は、何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背

景により、登校しない、あるいはしたくてもできなくなっている状態を

いいます。

不登校の始まりは、様々なかたちをとります。朝、「おなかが痛い」

「気分が悪い」などと訴えてくるのですが、小児科や内科で診察しても

らってもどこも悪くなく、しかし、学校には行けないという始まり方は、

わりと多く見られます。

【県下の小学校学年別不登校児童数】 （平成 22 年度）

【県下の小学生の不登校のきっかけ】

県下の調査では、不登校になった直接のきっかけは、下のグラフになります。

「家庭生活がきっかけ」の内訳

Ⅲ 不登校とは
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Ⅴ 相談はどこでできますか？

家 庭
学 校 電話 －

・担任の先生や養護の先生等に相談

・スクールカウンセラーが派遣されています。

電話相談

面接相談

体験活動

面接相談

学習活動

体験活動

保健室や別室への登校段階的な登校に

ひょうごっ子悩み相談

・不登校、いじめ、友人関係、しつけなどの悩み相談

市町の教育相談所

・学校生活や不登校などの悩み相談

こども家庭センター（児童相談所）

・学校生活や不登校などの悩み相談

・児童福祉司や心理技術職員や医師が配置されています。

県立精神保健福祉センター

・年齢や悩みの種類は問いません。

適 応 教 室

・学習指導や集団生活への適応指導等を組織的、計画的に行い、

学校復帰に向けて子どもを支援します。

但馬やまびこの郷（朝来市山東町森字向山 45-101）

・不登校指導の中心施設。子どもと保護者が宿泊し、体験活動や

カウンセリングなどを行い、再登校に向けて支援します。

・登校をしぶりだしたら……

・学校を休みがちに…………
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Ⅴ 相談はどこでできますか？



（平成23年12月現在）

○ひょうごっ子悩み(いじめ)相談
(ひょうごっ子悩み相談センター内)

電話受付 0120-783-111
（携帯電話からは）

0795-42-6004
電話相談 毎 日 9:00～21:00

面接相談 予約制 9:00～17:00

○夜間教育相談窓口
電話番号 0795-42-6559
電話相談 毎 日 21:00～翌 9:00

各分室等(受付 月～金 9:00～17:00)
阪神教育事務所分室 0798-23-2120
宝塚教育振興室分室 0797-85-6546
播磨東教育事務所分室 079-421-0115
加東教育振興室分室 0795-43-0065
播磨西教育事務所分室 079-224-1152
光都教育振興室分室 0791-58-2326
但馬教育事務所分室 0796-24-1520
丹波教育事務所分室 079-552-6059
淡路教育事務所分室 0799-22-4152
(神戸市内)
神戸教育総合センター
教 育 相 談 指 導 室 0120-790-783

各市町に相談窓口

神戸市こども家庭センター 078-382-2525 姫路こども家庭センター 079-297-1261
西宮こども家庭センター 0798-71-4670 豊岡こども家庭センター 0796-22-4314

尼崎駐在（障害相談） 06-6423-0801 中央こども家庭センター洲本分室
川西こども家庭センター 072-756-6633 0799-26-2075
中央こども家庭センター 078-923-9966 川西こども家庭センター丹波分室

0795-73-3866

電話相談 07９-６７６-4７２４ 月～金 9:00～17:00

面接相談 （来所相談） 月～金 9:00～17:00

電話相談 078-252-4987 月～金 9:30～11:30、13:30～15:30

面接相談（予約）078-252-4980 月～金 午前中

市 町 名 教 室 名 電 話 市 町 名 教 室 名 電 話
くすのき教室 078-341-0888 加 西 市 ふれあいホーム 0790-42-3723
みなと分室 078-341-0888 加 東 市 ふきのとう 0795-42-3158
ひがし分室 078-431-5998 多 可 町 ほのぼの教室 0795-32-2385
きた分室 078-594-1633 姫 路 市 ふれあい 079-224-5843
ほくしん分室 078-987-3109 神 河 町 ユース 0790-34-0030
ながた分室 078-579-0806 市 川 町 どんぐり教室 0790-26-1010
きたすま分室 078-793-5422 福 崎 町 のぞみ教室 閉鎖中
たるみ分室 078-707-4069 相 生 市 コスモス教室 0791-24-2118
にし分室 078-991-6446 赤 穂 市 ふれあい教室 0791-43-7851

尼 崎 市 はつらつ学級 06-6436-0176 赤とんぼの里”やすらぎの部屋” 0791-63-4373
西 宮 市 あすなろ学級 0798-67-6860 ゆうあい教室 079-322-1364
芦 屋 市 のびのび学級 0797-23-8567 すずめの学級 0791-72-6577
伊 丹 市 やまびこ館 072-783-0810 宍 粟 市 さつき学級 0790-63-3751

学習支援室 072-780-2480 佐 用 町 ほっとルーム 0790-86-1211
宝 塚 市 Palたからづか 0797-87-7129 豊 岡 市 ふれあいセンター 0796-24-8303
川 西 市 青少年の家「セオリア」 072-757-8080 香 美 町 教育相談センター 0796-36-3850
三 田 市 あすなろ教室 079-559-1868 養 父 市 子どもサポート教室 079-664-1627
猪 名 川 町 ＳＴＥＰいながわ 072-765-2065 篠 山 市 ゆめハウス 079-590-8111
明 石 市 もくせい教室 078-918-5096 丹 波 市 レインボー教室 0795-72-1200
加 古 川 市 わかば教室 079-421-5484 洲 本 市 ぴゅーぱる 0799-22-4547
高 砂 市 のびのび教室 079-443-0115 三原適応教室 0799-43-5021
稲 美 町 ふれあい教室 079-492-9149 緑適応教室 0799-44-3001
播 磨 町 ふれあいルーム 079-437-4141 西淡適応教室 0799-36-5960
西 脇 市 はればれ教室 0795-22-8080 南淡適応教室 0799-50-3031
三 木 市 みっきぃルーム 0794-83-2020 淡路市立青少年センター 0799-86-0244
小 野 市 みらい 0794-63-4175 淡路市立青少年センター北淡分校 0799-82-1144

神 戸 市

た つ の 市

淡 路 市

南あわじ市
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「いってきま～す」 

作 成 兵 庫 県 教 育 委 員 会

神戸市中央区下山手通5丁目10番1号




